
第
二
章
　
震
災
の
緊
急
・
応
急
対
応
と
防
災
体
制
の
強
化

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
が
原
因
と
な
っ
て
、
種
々
の
県
政
上
の
対
応
が
激
増
し
た
時
代
で
あ
る
。
世
界
で
初
め
て
発
生

し
た
高
齢
社
会
下
で
の
都
市
災
害
と
し
て
、
人
的
、
社
会
経
済
的
に
未
曾
有
の
被
害
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
す
る
中
で
、
そ
の
復
旧
・
復
興
に
お
い
て
重
ね
ら
れ
た
被
災
地
の
努
力
は
、
地
方
分
権
や
公
民
協
働
の
時
代
に
あ
っ
て
、
高

く
評
価
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
も
、
大
震
災
を
教
訓
に
抜
本
的
な
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
国
、
県
、
市
町
防
災
体
制
の
再
構
築
が
図
ら

れ
た
。第

一
節
　
世
界
初
の
高
齢
社
会
下
の
都
市
災
害

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
老
朽
木
造
家
屋
の
倒
壊
や
倒
れ
た
家
具
の
下
敷
き
と
な
っ
た
犠
牲
者
が
約
五
〇
〇
〇
人
と
、
直

後
の
死
者
数
の
約
九
〇
％
を
占
め
た
。
被
災
地
で
は
、
近
隣
住
民
や
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
に
よ
る
懸
命
の
救
助
・
救
援
活
動

第二章　震災の緊急・応急対応と防災体制の強化

95



が
行
わ
れ
た
。
住
宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
被
災
者
は
長
期
に
わ
た
る
不
自
由
な
避
難
所
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
各
地
か
ら
一
〇
〇
万
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
後
の
社
会
潮
流

の
萌
芽
と
な
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。

地
震
と
被

害
の
概
要

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
六

分
、
淡
路
島
北
部
を
震
源
と
す
る
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
三
、
震
源
の
深

さ
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
兵
庫
県
南
部
地
震
が

発
生
し
た
。

　
こ
の
地
震
を
引
き
起

こ
し
た
六
甲
・
淡
路
島

断
層
帯
を
構
成
す
る
野

島
断
層
（
右
横
ず
れ
断

層
）
で
は
、
変
位
し
た

断
層
面
が
地
表
に
露
出

し
た
（
一
部
は
野
島
断

層
保
存
館
（
北
淡
町
（
現
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淡
路
市
））
で
保
存
さ
れ
平
成
七
年
十
月
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
）。
こ
の
地
震
で
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
の
福
井
地
震
を

契
機
に
新
設
さ
れ
た
震
度
七
（
地
震
後
、
家
屋
の
倒
壊
が
三
〇
％
以
上
に
及
ぶ
場
合
。
な
お
、
こ
の
震
災
後
、
震
度
計
に
よ
っ
て
測
定
さ

れ
た
地
表
の
ゆ
れ
（
地
震
動
）
の
強
さ
の
程
度
を
数
値
化
し
た
震
度
が
用
い
ら
れ
、
計
測
震
度
六
・
五
以
上
は
震
度
七
）
が
初
め
て
適
用

さ
れ
た
。
災
害
救
助
法
の
適
用
は
神
戸
市
を
中
心
と
し
た
兵
庫
県
の
一
〇
市
一
〇
町
と
大
阪
府
の
五
市
に
及
び
、
被
害
は
両
府

県
に
と
ど
ま
ら
ず
京
都
府
に
ま
で
及
ん
だ
。
地
震
の
揺
れ
と
火
災
に
よ
る
人
的
被
害
と
し
て
、
死
者
六
四
三
四
人
（
直
後
の
死

表 23　阪神・淡路大震災の被害

区分 兵庫県 参考（全国）

人的被害

死者 人 6,402 6,434
行方不明者 人 3 3

負傷者
重傷 人 10,494 10,683
軽傷 人 29,598 33,109
負傷者計 人 40,092 43,792

住家被害

全壊 棟 104,004 104,906
世帯 182,751 186,175

半壊 棟 136,952 144,274
世帯 256,857 274,182

一部破損 棟 297,811 390,506
住家被害計 棟 538,767 639,686

非住家
公共建物 棟 1,097 1,579
その他 棟 39,821 40,917

公共施設等

文教施設 箇所 1,079 1,875
道路 箇所 5,577 7,245
橋りょう 箇所 322 330
河川 箇所 763 774
崖くずれ 箇所 335 347
ブロック塀等 箇所 1,472 2,468

火災件数

建物火災 件 236 269
車両火災 件 9 9
その他火災 件 14 15
火災件数 件 259 293

焼損床面積 ㎡ 833,346 835,858

焼損棟数

全焼 棟 7,035 7,036
半焼 棟 89 96
部分焼 棟 313 333
ぼや 棟 97 109
焼損棟数 件 7,534 7,574

り災世帯数（火災） 世帯 8,908 8,969
� （兵庫県ホームページより引用）
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者
約
五
五
〇
〇
人
の
約
九
割
は
、
住
宅
の
倒
壊
等
で
発
生
）、
行
方
不
明
者
三
人
、
負
傷
者
四
万
三
七
九
二
人
を
数
え
、
死
者
に
は

災
害
関
連
死
九
一
九
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。
社
会
経
済
被
害
と
し
て
は
、
住
家
被
害
と
し
て
全
壊
一
〇
万
四
九
〇
六
棟
、
半
壊

一
四
万
四
二
七
四
棟
、
一
部
破
損
三
九
万
五
〇
六
棟
、
全
焼
七
〇
三
六
棟
、
半
焼
九
六
棟
、
部
分
焼
三
三
三
棟
（
兵
庫
県
外
分

を
含
む
）
に
及
ん
だ
。
こ
の
ほ
か
、
特
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
、
通
信
、
鉄
道
、
道
路
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
広
域
か
つ
長
期
に
わ
た
っ
て
支
障
を
来
し
た
。
直
接
被
害
の
総
額
は
約
九
兆
九
〇
〇
〇
億
円
（
兵
庫
県
推
計
）

に
達
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
高
齢
化
が
進
む
近
代
都
市
神
戸
な
ど
を
襲
い
、
高
齢
者
な
ど
の
人
的
被
害
や
建
築
物
や
イ

ン
フ
ラ
な
ど
の
社
会
経
済
被
害
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
都
市
の
被
災
形
態
か
ら
定
義
し
た
、
世
界
で
過
去
に
例
の
な
い

都
市
災
害
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
以
下
、
緊
急
・
応
急
対
策
の
全
体
像
を
鳥
瞰
し
つ
つ
、
防
災
分
野
に
関
す
る
内
容
を
重
点
的
に
記
載
す
る
。
福
祉
、
医
療
、

産
業
雇
用
、
イ
ン
フ
ラ
、
教
育
な
ど
、
個
別
分
野
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

被
災
直
後
の
兵

庫
県
庁
の
活
動

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
る
と
、
交
通
網
の
途
絶
や
被
災
等
に
よ
り
県
庁
な
ど
へ
の
職
員
の
参
集
に
支
障

を
来
し
た
。
ま
た
、
通
信
回
線
の
輻ふ
く
輳そ

う
や
機
器
の
故
障
も
あ
っ
て
情
報
収
集
も
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
な
ど
、

人
員
と
情
報
の
不
足
が
初
動
体
制
に
大
き
く
影
響
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
県
は
、
地
震
発
生
直
後
の
一
月
十
七
日
七
時
に
「
兵

庫
県
南
部
地
震
災
害
対
策
本
部
」（
本
部
長
：
知
事
）
を
設
置
し
、
八
時
三
〇
分
に
第
一
回
の
災
害
対
策
本
部
会
議
が
開
か
れ
た
。

そ
の
席
で
、
情
報
の
収
集
や
人
命
救
助
に
全
力
を
挙
げ
る
な
ど
の
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

　
本
部
組
織
は
、
翌
日
「
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
対
策
総
合
本
部
」
に
改
組
さ
れ
た
。「
災
害
対
策
総
合
本
部
」
の
中
に
「
緊

急
対
策
本
部
」（
本
部
長
：
芦あ

し
尾お

長ち
ょ
う

司じ

副
知
事
）
と
「
災
害
復
旧
対
策
本
部
」（
本
部
長
：
今い

ま
井い

和か
ず

幸ゆ
き

副
知
事
）
を
設
置
し
、
そ
の
下
に
、
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情
報
対
策
部
や
庁
内
対
策
部
等
の
一

三
部
が
置
か
れ
た
。
一
月
三
十
日
に

も
再
び
改
組
さ
れ
、「
総
合
本
部
」

の
中
に「
緊
急
対
策
本
部
」（
本
部
長：

芦
尾
副
知
事
）
と
「
兵
庫
県
南
部
震

災
復
興
本
部
」（
本
部
長
：
知
事
）
を

設
置
し
、
そ
の
下
に
合
わ
せ
て
二
二

部
が
置
か
れ
た
。
う
ち
、「
兵
庫
県

南
部
震
災
復
興
本
部
」
の
下
に
は
、

総
合
調
整
部
や
総
合
企
画
部
等
の
八

部
が
設
置
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
三
月
十
五
日
に
阪
神
・

淡
路
大
震
災
復
興
本
部
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
災
害
対
策
総
合
本

部
が
災
害
対
策
本
部
に
改
組
さ
れ
、

大
震
災
一
〇
年
の
平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
存
置
さ
れ
た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
各
市
町
に
お
い
て
も
災
害
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
、
兵
庫
県
災
害
対
策
本
部
の
廃
止
と
同
日
の
三
月
三
十
一
日
に
、
大
震
災
で
設
置
さ
れ
た
全
て
の
市
町
の
災
害
対
策
本
部

表 24　阪神・淡路大震災における災害対策本部の設置状況

団体名 名称 設置日時（平成7年） 解散日時
兵庫県
神戸市
尼崎市
明石市
西宮市
洲本市
芦屋市
伊丹市
宝塚市
三木市
川西市
三田市
猪名川町
津名町
淡路町
北淡町
一宮町
五色町
東浦町
緑町

西淡町
三原町
南淡町

災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部
災害対策本部

1月17日　 7：00
1 月17日　 7：00
1 月17日　 6：10
1 月17日　 6：30
1 月17日　 6：00
1 月17日　 8：00
1 月17日　 6：30
1 月17日　 5：50
1 月17日　 6：00
1 月17日　10：00
1 月17日　 6：00
1 月17日　11：00
1 月17日　 7：20
1 月17日　 6：10
1 月17日　 8：00
1 月17日　 6：30
1 月17日　 8：00
1 月17日　 7：00
1 月17日　 6：30
1 月17日　 7：00
1 月31日　17：00
1 月17日　13：00
1 月17日　 8：00
2 月01日　 9：00

平成17年 3 月31日　 ─
平成17年 3 月31日　 ─
平成10年12月28日　15：00
平成 7年 4月30日　24：00
平成17年 3 月31日　 ─
平成 7年 4月28日　17：15
平成17年 3 月31日　 ─
平成17年 3 月31日　 ─
平成17年 3 月31日　 ─
平成 7年 7月31日　17：00
平成10年 9 月30日　 ─
平成 7年 3月31日　 ─
平成 7年 3月31日　 ─
平成17年 3 月31日　 ─
平成 7年 3月31日　 ─
平成 7年 3月31日　 ─
平成11年 3 月31日　 ─
平成 7年 3月31日　24：00
平成 7年 4月10日　 9：00
平成 7年 1月18日　17：00
平成 7年 5月31日　17：00
平成 7年 5月31日　24：00
平成 7年 5月31日　17：00
平成 7年 5月 1日　 9：00

�（『阪神・淡路大震災の記録第2巻』「阪神・淡路大震災に係る被災10市10町の災害対策本
部及び復興本部の設置状況について」及び各市資料を参照して作成）
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が
そ
の
役
割
を
終
え
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
十
七
日
一
〇
時
に
兵
庫
県
南
部
地
震
非
常
災
害
対
策
本
部
（
本
部
長
：
国
土
庁
長
官
）
が
設
置
（
～
平
成
十

四
年
四
月
二
十
一
日
）
さ
れ
た
（
超
法
規
的
に
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
対
策
本
部
も
十
九
日
か
ら
四
月
二
十
八
日
ま
で
設
置
）。

一
月
二
十
二
日
に
は
兵
庫
県
公
館
（
神
戸
市
中
央
区
）
に
国
土
庁
政
務
次
官
を
本
部
長
と
す
る
現
地
対
策
本
部
を
設
置
（
～
平
成

七
年
四
月
四
日
）
し
、
国
の
対
策
を
地
元
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備
が
図
ら
れ
た
。
二
十
三
日
か
ら
は
、

国
の
現
地
対
策
本
部
長
、
県
や
市
町
の
災
害
対
策
本
部
長
等
で
構
成
す
る
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
互
に
連

携
し
て
活
動
を
展
開
す
る
た
め
の
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
及
び
県
内
被
災
市
町
へ
の
自
治
体
職
員
の
応
援
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
県
で
調
整
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
緊
急
・

応
急
業
務
等
へ
の
短
期
的
派
遣
と
し
て
三
月
末
ま
で
に
都
道
府
県
職
員
延
べ
七
万
三
九
六
〇
人
、
市
町
村
職
員
一
二
万
二
四
五

六
人
の
応
援
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
月
か
ら
の
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
中
長
期
派
遣
に
つ
い
て
は
、
自
治
省
を
窓
口
に
調
整
が

行
わ
れ
、
平
成
七
年
度
だ
け
で
技
術
系
職
員
や
埋
蔵
文
化
財
技
師
な
ど
一
七
五
人
が
派
遣
さ
れ
た
。

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
に
よ
る

発
災
直
後
の
救
助
・
救
援
活
動

さ
て
、
震
災
後
の
初
動
か
ら
救
助
・
救
援
活
動
を
概
述
し
よ
う
。
ま
ず
、
消
防
で
あ
る
。
地

震
後
に
二
八
五
件
の
火
災
が
発
生
し
た
。
そ
の
大
半
の
消
火
活
動
は
、
断
水
に
よ
っ
て
円
滑

に
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
広
域
延
焼
火
災
と
な
っ
た
も
の
の
、
当
日
は
無
風
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
不
幸
中
の

幸
い
で
あ
っ
た
。
完
全
鎮
火
は
二
日
後
の
十
九
日
だ
っ
た
。
県
は
自
治
省
消
防
庁
を
通
じ
て
他
府
県
消
防
の
応
援
を
要
請
し
、

十
七
日
中
に
一
四
七
消
防
本
部
一
一
八
〇
人
が
救
助
、
消
火
活
動
の
応
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
九
機
七
七
人
が

救
助
、
偵
察
、
医
師
派
遣
等
に
あ
た
っ
た
。
淡
路
島
内
で
は
、
消
防
本
部
が
地
元
消
防
団
と
協
力
し
て
救
出
活
動
に
あ
た
り
、
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救
出
・
救
助
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
、遺
体
の
収
容・

検
視
な
ど
に
あ
た
っ
た
。

十
八
日
に
は
二
四
時
間
体

制
の
「
行
方
不
明
者
相
談

所
」、
十
九
日
に
は
外
国

人
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
五
カ

国
語
対
応
）
が
設
置
さ
れ

た
。

　
自
衛
隊
で
は
、
兵
庫
県

知
事
の
災
害
派
遣
要
請

（
当
日
一
〇
時
）
の
前
に
、

伊
丹
駐
屯
地
の
第
三
六
普

通
科
連
隊
が
、
担
当
す
る

発
災
当
日
の
夕
刻
に
島
内
の
行
方
不
明
者
は
皆
無
と
な
っ
た
。

　
警
察
は
、
兵
庫
警
察
署
や
伊
丹
警
察
署
な
ど
が
被
災
し
た
が
、
救
出
・
捜
索
に
限
ら
ず
、
治
安
活
動
な
ど
に
も
主
力
を
配
し

て
組
織
的
に
活
動
を
行
っ
た
。
十
七
日
中
に
他
府
県
警
察
の
派
遣
部
隊
二
五
〇
〇
人
を
含
め
一
万
三
〇
〇
〇
人
が
、
被
災
者
の

写真 20　�消防活動（左：消火、右：捜索・救助）�
（左：神戸市提供、右：淡路市提供）

写真 21　警察活動（左：捜索・救助、右：被災地パトロール）

写真 22　�自衛隊の災害派遣活動（左：人命救助・捜索、右：給食支援）�
（防衛弘済会関西支部提供）
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西
宮
市
へ
の
近
傍
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。
神
戸
市
や
淡
路
島
な
ど
阪
神
間
以
外
の
地
域
を
担
当
す
る
姫
路
駐
屯
地
の
第
三
特
科

連
隊
（
現
第
三
特
科
隊
）
で
は
、
要
請
よ
り
早
く
か
ら
災
害
派
遣
の
準
備
に
あ
た
り
、
要
請
の
あ
っ
た
頃
に
よ
う
や
く
全
部
隊

の
出
動
準
備
を
終
え
た
と
さ
れ
る
。
本
来
、
自
衛
隊
は
、
規
模
に
よ
る
と
は
い
え
、
派
遣
す
る
部
隊
編
成
の
準
備
に
一
日
程
度

以
上
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
自
力
で
長
期
に
わ
た
る
組
織
的
な
支
援
活
動
が
で
き
る
長
所
を
生
か
す
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
ろ
う
。
十
七
日
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
三
三
〇
〇
人
が
人
命
救
助
等
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
五
七
機
が

緊
急
輸
送
等
に
出
動
し
た
。
海
上
自
衛
隊
は
、
護
衛
艦
、
輸
送
艦
等
一
五
隻
九
二
五
人
が
出
動
し
た
。
な
お
、
自
衛
隊
は
、
こ

の
あ
と
一
〇
〇
日
間
に
わ
た
り
、
人
命
救
助
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
の
ほ
か
、
医
療
・
衛
生
活
動
、
人
や
救
援
物
資
の
緊

急
輸
送
、
給
水
・
炊
飯
・
入
浴
支
援
、
倒
壊
家
屋
の
解
体
、
ガ
レ
キ
処
理
な
ど
、
広
範
に
わ
た
る
災
害
派
遣
活
動
を
行
っ
た
。

　
海
外
か
ら
も
救
助
隊
や
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
派
遣
を
受
け
た
が
、
受
入
れ
の
決
定
に
時
間
を
要
し
た
の
を
は
じ
め
、
通
訳
の

確
保
や
捜
索
犬
の
検
疫
、
日
本
の
医
師
免
許
の
有
無
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　
住
宅
の
全
壊
・
倒
壊
で
は
、
検
視
結
果
か
ら
、
発
災
直
後
の
犠
牲
者
の
九
〇
％
近
く
は
即
死

状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
な
お
、
救
出
者
約
三
万
五
〇
〇
〇
人
の
内
訳
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
近
隣
住
民
等
に
よ
る
も
の
が
約
二
万
七
一
〇
〇
人
（
約
七
七・一
％
）、
消
防・警
察・

自
衛
隊
に
よ
る
も
の
が
約
七
九
〇
〇
人
（
約
二
二
・
九
％
）
で
あ
っ
た
。

　
一
月
下
旬
に
な
っ
て
も
、
な
お
行
方
不
明
者
が
五
〇
人
以
上
い
た
こ
と
か
ら
、
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
に
よ
る
一
斉
合
同
捜
索
が
行
わ
れ
た
。
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兵
庫
県
に
お
け
る
緊
急

最
優
先
対
策
の
実
施

兵
庫
県
災
害
対
策
本
部
で
は
、
人
命
救
助
を
は
じ
め
、
最
優
先
で
実
施
す
べ
き
対
策
と
し
て
、
①
食
料
、

飲
料
水
、
毛
布
等
生
活
物
資
の
確
保
、
②
医
療
体
制
の
確
保
（
医
師
の
確
保
、
救
護
班
の
要
請
等
）、
③

緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
、
④
余
震
に
よ
る
二
次
被
害
（
建
築
物
、
山
地
、
河
川
等
）
の
防
止
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
輸
入
基
地
に
お
け
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
漏
れ
へ
の
対
処
、
⑤
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
体
制
の
確
立
、
⑥
仮
設
ト
イ
レ
の
確
保
、
⑦
応
急
仮
設
住
宅
建
設
の
検
討

や
公
営
住
宅
等
の
確
保
な
ど
を
挙
げ
、
市
町
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

災
害
救
助
法
の
適

用
と
救
助
の
実
施

一
月
十
七
日
一
二
時
、
神
戸
市
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
被
害
状
況
が
判
明
す
る

に
つ
れ
て
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
兵
庫
県
内
一
〇
市
一
〇
町
に
順
次
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。
救

助
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
避
難
所
・
応
急
仮
設
住
宅
の
設
置
期
間
や
食
品
・
生
活
必
需
品
の
給
与
単
価
、
応
急
仮
設
住
宅
の

規
格
・
設
備
等
、
通
常
の
一
般
基
準
で
は
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
県
か
ら
国
へ
の
度
重
な
る
折
衝
を
通
じ
て

特
別
基
準
が
認
め
ら
れ
た
。

　
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
内
で
最
大
一
一
五
三
カ
所
で
開
設
さ
れ
、
二
一
六
日
間
、
延
べ
一
四
八
〇
万
人
が
避
難
生
活

を
送
っ
た
。
こ
の
間
の
炊
き
出
し
等
の
食
品
の
提
供
は
約
七
三
〇
〇
万
食
に
及
び
、
一
日
一
人
当
た
り
の
経
費
が
八
六
〇
円
か

ら
一
二
〇
〇
円
に
増
額
さ
れ
た
。
災
害
救
助
法
に
よ
る
避
難
所
に
お
け
る
救
助
は
、
炊
き
出
し
そ
の
他
に
よ
る
食
品
の
給
与
、

飲
料
水
の
供
給
、
被
服
、
寝
具
そ
の
他
生
活
必
需
品
の
給
与
・
貸
与
及
び
医
療
・
助
産
な
ど
一
二
項
目
に
わ
た
り
、
合
計
約
一

八
〇
〇
億
円
が
支
弁
さ
れ
た
。

　
一
方
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
広
域
的
な
調
整
を
要
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
県
は
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
知

事
の
権
限
の
市
町
長
へ
の
委
任
規
則
を
改
正
し
、
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
に
つ
い
て
は
知
事
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
応
急
仮
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設
住
宅
は
原
則
、
入
居
を
希
望
す
る
者
全
員
を
対
象
に
供
与
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
用
地
の
確
保
が
難
航
し
た
。
多

く
は
郊
外
で
の
建
設
と
な
っ
た
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
向
け
の
地
域
型
仮
設
住
宅
を
含
め
、
八
月
に
は
、
四
万
八
三
〇
〇
戸
全

て
の
建
設
を
完
了
し
た
。
ピ
ー
ク
時
（
平
成
七
年
十
一
月
十
五
日
）
に
は
四
万
六
六
一
七
戸
の
入
居
が
あ
っ
た
が
、
平
成
十
二
年

一
月
十
四
日
を
も
っ
て
入
居
世
帯
が
な
く
な
り
、
三
月
末
ま
で
に
解
体
撤
去
を
完
了
し
た
。
震
災
前
に
は
一
戸
当
た
り
の
設
置

費
の
一
般
基
準
は
一
三
九
万
円
と
さ
れ
て
い
た
が
、
大
震
災
で
は
特
別
基
準
と
し
て
二
八
六
万
七
〇
〇
〇
円
に
増
額
さ
れ
、
設

置
期
間
も
一
般
基
準
の
二
年
間
か
ら
順
次
延
長
さ
れ
た
。

避
難

所

兵
庫
県
に
お
け
る
避
難
者
数
の
ピ
ー
ク
は
震
災
後
六
日
目
の
一
月
二
十
三
日
に
お
い

て
三
一
万
六
六
七
八
人
で
あ
っ
た
。
避
難
所
の
七
〇
％
は
十
七
日
当
日
に
開
設
さ
れ

た
が
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
で
は
、
行
政
職
員
や
教
職
員
の
到
着
が
間
に
合
わ
ず
、
避
難

者
が
鍵
を
壊
し
て
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
後
年
の
調
査
で
は
、
震
度
五
弱
以
上
の
地

区
で
は
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
避
難
者
数
が
増
え
続
け
た
理
由
は
、
余
震

不
安
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
等
に
よ
り
自
宅
で
生
活
継
続
が
不
可
能
と
考
え
た
住
民
が
い
た
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
避
難
者
が
殺
到
し
た
た
め
、
一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
狭
く
、
教
室
や

体
育
館
、
講
堂
な
ど
は
も
と
よ
り
、
廊
下
や
階
段
の
踊
り
場
な
ど
も
避
難
者
で
一
杯
と
な
っ
た

避
難
所
が
あ
っ
た
。
避
難
所
と
な
っ
た
学
校
で
は
、
保
健
室
が
救
護
所
、
特
別
教
室
な
ど
が
遺

体
安
置
室
、
職
員
室
等
が
本
部
及
び
職
員
宿
泊
室
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
震
災
直
後
に
は
、
避

難
者
の
中
に
負
傷
者
も
多
く
、
そ
の
看
護
を
教
職
員
や
避
難
者
の
中
の
医
療
関
係
者
が
行
っ
た
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り
、
医
師
の
派
遣
や
巡
回
医
師
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
応
急
手
当
が
行
わ
れ
た
避
難
所
も
あ
っ
た
。
震
災
直
後
の
避
難
所
は
、
高
齢

者
や
要
介
護
者
に
対
す
る
配
慮
が
十
分
行
わ
れ
ず
、
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
た
。
特
に
高
齢
者
は
足
の
踏
み
場
も
な
い

避
難
所
で
、
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
を
遠
慮
し
た
結
果
、
水
分
を
適
切
に
取
ら
ず
、
体
調
を
崩
す
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
当
初
、

避
難
所
の
運
営
も
混
乱
し
た
が
、
震
災
直
後
に
、
例
え
ば
、
誰
も
ト
イ
レ
掃
除
を
し
よ
う
と
し
な
い
中
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
被
災
者
が
当
番
を
決
め
て
実
施
す
る
と
い
う
新
た
な
ル
ー
ル
が
生
ま
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
避
難
所
運
営
に
関
す
る
様
々
な
経
験
は
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
っ
て
、
こ
の
震
災
後
の
災
害
時
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
十
六
年
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
印
刷
製
本
前
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
が
避
難
所
で
活
用
さ
れ
、
運
営

が
ス
ム
ー
ス
に
進
ん
だ
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
が
活
か
さ
れ
た
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

避
難
所
等
で

の
生
活
支
援

避
難
者
へ
の
対
応
と
並
行
し
て
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
棺
や
安
置
す
る
場
所
、
斎
場
の
確
保
な
ど
も
急

務
と
な
っ
た
。
震
災
か
ら
二
週
間
後
の
一
月
三
十
一
日
に
は
、
天
皇
皇
后
が
被
災
地
を
見
舞
う
た
め
に
現
地

を
訪
れ
、
被
災
者
は
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

　
被
災
規
模
が
甚
大
な
七
地
区
に
県
の
救
護
対
策
現
地
本
部
が
設
置
さ
れ
、
本
部
員
、
医
療
班
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が

常
駐
し
、
被
災
住
民
か
ら
の
相
談
や
要
望
へ
の
対
応
、
診
療
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
公
的
宿
泊
施
設
、
公
営
住
宅
等
の
あ
っ
せ
ん

受
付
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
県
職
員
と
警
察
官
が
合
同
で
避
難
所
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
、
避
難
住
民
の
安
全
確
保
、
実
態
把
握
、
要
望
・

相
談
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
た
。
医
師
の
巡
回
診
療
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る
巡
回
健
康
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
六
月
に
は
、

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
及
び
一
五
カ
所
の
地
域
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
約
一
カ
月
で
全
て
の
公
立
学
校

第二章　震災の緊急・応急対応と防災体制の強化

105



の
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。

　
被
災
者
は
、
順
次
、
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居
し
、
八
月
に
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
避
難
所

は
解
消
さ
れ
、
一
部
は
待
機
所
に
切
り
替
え
ら
れ
た
（
九
月
末
ま
で
に
全
て
解
消
）。
二
四
時

間
体
制
で
全
戸
訪
問
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、閉
じ
こ
も
り
、自
殺
、い
わ
ゆ
る
「
孤

独
死
」
な
ど
の
深
刻
な
問
題
に
向
き
合
っ
た
。
応
急
仮
設
住
宅
巡
回
相
談
員
や
健
康
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
被
災
者
へ
の
個
別
訪
問
を
行
う
と
と
も
に
、
応
急
仮
設
住

宅
の
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
交
流
や
被
災
者
支
援
の
拠
点
と
な
っ
た
。
入
居
者
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
て
、
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
で
の
エ
ア
コ
ン
や
手
す
り
の
設
置
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
も
行
わ
れ
た
。

　
被
災
者
の
早
期
立
ち
直
り
や
生
活
の
安
定
に
向
け
て
、
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
や
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
、
県
災
害
援
護
金
の
支
給
、
生
活
福
祉
資
金
特
別
貸
付
制
度
の
創
設
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
被
災
中
小
企
業
の
早
期
事
業
再
開
や
雇
用
の
維
持
の
た
め
、
中
小
企
業

総
合
相
談
所
や
総
合
労
働
相
談
所
な
ど
を
設
置
し
、
支
援
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、被
災
者
を
勇
気
づ
け
る
た
め
、全
国
初
の
県
立
劇
団
「
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
」

や
「
兵
庫
県
南
部
地
震
動
物
救
援
本
部
」
に
よ
る
支
援
活
動
も
展
開
さ
れ
た
。

救
援

物
資

震
災
直
後
か
ら
被
災
自
治
体
な
ど
が
行
っ
て
い
た
食
料
を
含
む
配
給
は
、
専
門
の

流
通
業
者
や
製
パ
ン
な
ど
の
食
品
会
社
へ
配
送
を
全
て
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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徐
々
に
円
滑
に
進
み
始
め
た
。
少
し
遅
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
た
自
治
体
も
存
在
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
全
国
、
全
世
界
か
ら
様
々
な
救
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
、
発
災
直
後
の
被
災
者
の
窮
状
を
救
っ
た
。
一
方
で
、
膨
大
な

物
資
を
受
け
入
れ
、仕
分
け
、配
布
す
る
に
は
多
く
の
人
手
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、有
効
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
個
人
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
救
援
物
資
の
中
に
は
、
す
ぐ
に
利
用
で
き
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ

の
震
災
後
、
個
人
か
ら
の
支
援
は
で
き
れ
ば
義
援
金
に
限
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
、
救
援
物
資
の
郵
送
料
の
無
料
化
は
取
り
や
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
外
か
ら
の
救
援
物
資
も
数
多
く
届
け
ら
れ
、
そ
の
受
入
体
制
が
急
遽
、
整
え
ら
れ
た
。
海
外
七
六

カ
国
か
ら
、
人
的
・
物
的
支
援
の
申
入
れ
が
あ
り
、
四
四
の
国
・
地
域
か
ら
の
支
援
を
受
け
入
れ
た
。
救
援
物
資
に
対
す
る
避

難
者
ニ
ー
ズ
は
時
々
刻
々
と
変
化
し
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
の
適
切
な
対
応
は
難
し
か
っ
た
。
炊
き
出
し
用
の
食
材
・
調
味
料

を
支
給
し
た
り
、
食
材
購
入
用
の
購
入
切
符
を
配
布
し
た
自
治
体
も
あ
っ
た
。
温
か
い
食
事
の
要
望
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
も
実
施
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。
被
災
地
の
飲
食
店
や
小
売
店
が
復
旧
す
る
に
つ
れ
て
救
援
物
資
の

無
料
配
布
が
営
業
を
妨
げ
て
い
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
、
節
度
の
あ
る
被
災
地
支
援
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

義
援

金

一
月
下
旬
以
降
、
体
制
の
整
っ
た
市
町
か
ら
順
次
罹
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
が
、
義
援
金
の
配
分
を
は
じ
め
各
種

の
支
援
等
の
基
本
と
な
っ
た
中
、
市
町
や
調
査
員
に
よ
っ
て
被
害
認
定
の
運
用
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
応

急
危
険
度
判
定
と
の
違
い
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
再
調
査
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
関
係
二
六
団
体
で
構
成
す
る
「
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
義
援
金
募
集
委
員
会
」
は
、
一
月
二
十
九
日
に
第
一
次
配
分

と
し
て
、
死
者
・
行
方
不
明
者
へ
の
見
舞
金
一
〇
万
円
、
全
壊
・
全
焼
・
半
壊
・
半
焼
世
帯
へ
の
見
舞
金
一
〇
万
円
を
配
る
と

の
方
針
を
示
し
、
二
月
一
日
以
降
、
市
町
を
通
じ
て
順
次
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
後
四
月
に
重
傷
者
、
要
援
護
家
庭
、
被
災
児
童
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等
の
支
援
及
び
住
宅
助
成
と
し
て
第
二
次
配
分
が
行

わ
れ
、
七
月
に
全
半
壊
世
帯
へ
の
生
活
支
援
金
と
し

て
第
三
次
配
分
が
行
わ
れ
た
。
義
援
金
は
総
額
で
約

一
七
九
三
億
円
集
ま
っ
た
が
、
被
災
世
帯
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
一
世
帯
当
た
り
に
平
均
す
る
と
約
四
〇

万
円
で
あ
っ
た
。

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
最
初
の
三
カ

月
間
に
駆
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

約
一
一
七
万
人
と
い
わ
れ
、
平
成
九
年
十
二
月
末
ま

で
に
延
べ
約
一
八
〇
万
人
が
活
動
し
た
。
当
初
の
役

割
は
、
避
難
所
運
営
の
補
助
が
中
心
で
あ
り
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
か
っ
た
が
、
徐
々
に
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
割
合
が

多
く
な
っ
た
。被
災
地
で
は
、県
内
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
個
別
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
七
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

被
災
者
へ
の

情
報
提
供

報
道
機
関
に
よ
る
日
々
の
情
報
発
信
の
ほ
か
、
県
に
お
い
て
も
全
国
初
の
災
害
情
報
局
と
し
て
臨
時
災
害
Ｆ

Ｍ
局
（
復
興
通
信
Ｆ
Ｍ
７
９
６
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）
を
開
設
し
た
ほ
か
、
放
送
局
と
の
協
定
に
基
づ
く
定
時
の
生
活

情
報
の
発
信
や
、「
震
災
ニ
ュ
ー
ス
」（
兵
庫
県
災
害
対
策
総
合
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
）
の
避
難
所
な
ど
へ
の
配
布
が
行
わ
れ
た
。

表 25　義援金の配分状況

義援金総額 約1,793億円
全半壊（焼）世帯 46万357世帯（24万9,180棟）
1世帯当たり 約40万円

配
分
方
法

第1次配分
死亡者・行方不明者10万円
全・半壊（焼）10万円
（平成7年1月）

第2次配分

重傷者・見舞金5万円、要援護
者家庭激励金30万円、被災児
童特別教育資金100万円、被災
児童生徒教育助成金1～ 5万円、
持ち家修繕助成30万円（平成7
年4月）

第3次配分
生活支援金（全・半壊（焼）の
一定所得以下の世帯）当初10
万円、追加5万円（平成7年7月）

残余分等 被災市町の復興等の事業資金

義援金配分の流れ

［配分額決定］

義援金

県募集委

市　町

被災者

� （『伝える改訂版』より引用）
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県
庁
内
に
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
各
種
情
報
・
相
談
事
業
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
提
供
体
制
も
整
備
さ
れ
、
三
月
に
は
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
「
震
災
復
興
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
外
国
人
県
民
に
対
し
て
は
、
外
国
人
地
震

情
報
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
「
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
」
が
多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
た
ほ
か
、
相
談
窓
口
も
設

け
ら
れ
た
。

社
会
イ
ン
フ

ラ
の
復
旧

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
、
災
害
対
応
の
最
終
目
標
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
で
あ
る
こ
と
が
初
め

て
災
害
研
究
者
の
み
な
ら
ず
自
治
体
関
係
者
ら
に
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
は
、
主
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
で
あ
る
。
発
災
直
後
は
、
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
も
急
務
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

迅
速
な
復
旧
の
た
め
に
は
大
量
の
が
れ
き
を
早
期
に
撤
去
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
公
費
に
よ
る
解
体
・
撤
去
も
特
例
的
に

行
わ
れ
た
。
全
国
か
ら
の
応
援
も
得
て
進
め
ら
れ
た
復
旧
作
業
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

⑴ 

電
気
：
最
大
停
電
戸
数
は
約
二
六
〇
万
戸
、
供
給
支
障
電
力
は
二
八
三
六
メ
ガ
ワ
ッ
ト
に
上
っ
た
。
幸
い
、
発
電
所
や
変

電
所
に
致
命
的
と
も
い
え
る
被
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
震
か
ら
一
週
間
後
の
二
十
三
日
一
五
時
に
は
配
電
可

能
な
需
要
家
へ
の
通
電
が
完
了
し
た
。

⑵ 

ガ
ス
：
最
大
約
八
五
万
七
四
〇
〇
戸
で
ガ
ス
供
給
が
停
止
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
最
大
三
七
〇
〇
人
の
応
援
と
合
わ
せ
総
勢

九
七
〇
〇
人
と
い
う
規
模
で
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
、
八
四
日
後
に
復
旧
し
た
。

⑶ 

上
水
道
：
約
一
二
七
万
戸
の
断
水
が
発
生
し
、
復
旧
ま
で
に
九
〇
日
を
要
し
た
。

⑷ 

下
水
道
：
約
一
六
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
管か

ん
渠き

ょ
が
被
災
し
、
復
旧
ま
で
に
九
三
日
を
要
し
た
。

⑸ 

電
話
：
地
震
に
よ
る
屋
外
設
備
故
障
は
一
〇
万
一
六
六
〇
回
線
に
上
り
、
復
旧
ま
で
に
一
四
日
を
要
し
た
。
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⑹ 

高
速
道
路
：
名
神
高
速
道
路
は
復
旧
ま
で
一
九
三
日
、
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
は
六
二
二
日
な
ど
完
全
復
旧
し
た
の
は
翌

年
の
九
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。

⑺ 
鉄
道
：
復
旧
に
要
し
た
日
数
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
新
幹
線
が
八
一
日
、
在
来
線
と
し
て
最
も
早
く
回
復
し
た
の
は
神
戸
市
営
地

下
鉄
で
三
〇
日
、
最
長
は
神
戸
新
交
通
の
二
一
八
日
だ
っ
た
。

緊
急
応
急
対
応
か
ら
創
造

的
復
興
の
フ
ェ
ー
ズ
へ

平
成
七
年
三
月
十
五
日
に
は
、
総
合
的
な
推
進
体
制
と
し
て
、
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
復
興
本
部
」
を
設
置
し
、
創
造
的
復
興
へ
の
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
復
興
本
部
」
に
は
総
括
部
等
の
一
二
部
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、「
緊
急
対
策
本
部
」
と
「
兵
庫
県
南
部
震

災
復
興
本
部
」
を
廃
止
し
、「
災
害
対
策
本
部
」
に
改
組
し
た
。
そ
の
後
、
三
月
三
十
日
に
都
市
再
生
戦
略
策
定
懇
話
会
に
よ

る
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
提
言
、
四
月
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
の
設
立
、
七
月
に
は
「
被

災
者
復
興
支
援
会
議
」
の
設
置
や
県
の
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
」（
ひ
ょ
う
ご
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
）
の
策
定
な
ど
、
創

造
的
復
興
に
向
け
た
取
組
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

第
二
節
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
安
全
な
社
会
づ
く
り

　
大
震
災
は
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
共
生
社
会
づ
く
り
」
の
大
切
さ
を
人
々
に
認
識
さ
せ
た
。
そ
こ
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
防
災
分
野
に
つ
い
て
は
、
①
災
害
に
対
す
る
備
え
の
大
切
さ
、
②
初
動
体
制
の
大
切
さ
、

第三編　阪神・淡路大震災と創造的復興

110


